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，
漁
場
の
遠
近
、
卜
■

ぃ
は
操
業#
域

め

產

に

ょ

マ

て

、
海

面

漁

業

を

發
〒

沖

合 

V

X

ゾ」

：
九
三
:-
5
:
年
頃
に
は
？
鲁

煨

漁

證

况

童

が

在

倒

的

に

太

き

く

'
命

そ
の
反
■

、
ハ

馨

漁

業

は

衰

退

の

一
'路
を
：た

ど

：っ

专
 

て
ハ
る
。

:

痛

後

：
：
欲
獲
高'は
剩
長
し
：て
、
_

即

の

最

盛

屢

凌

駕

す

る

ま

で

に

众

：っ
て
：ぃ
る
が

' 

こ
の
発
歡
の
中
心
：と
な
っ
た
パ
の
は
沖
翕
業

'で

ぁ

る

。
一
今

後
の
知
展
に.ホ
I

て

杖
"
ハ

遠
洋
漁
業
に
期
待
が
ょ
せ
ら
れ
.

て
..

ぃ
る
0 :

し
か
^

:

現
在
の
；と
こ
：ろ
'
:
沖
合
漁
業
が
わ
が
国
：漁
業
の
中
枢
的
部
分
と
：な
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別
オ
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家

族

勞

働

ヵ

中<1
>

办
霞
家
と
賃
労
働
ガ
中
心
0

企
業
休 

と
：のH

つ
.が
出
て
く
る
。
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..
*

岸
漁
業
；の

か
に
企
業
体
に
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す
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と
を
.政
諷
す
る
と
、
沿
焊
漁
業
の.な
か
に
含
ま
せ
な
ぐ
て
は
な
ら
な
い
。
沿
岸
漁
業
、で
も
企
業
体
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
は

珍
し
く
は
な
い
が
、
そ 

れ
で
も
、.
そ
の
多
く
は
漁
家
に.
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
石
と
い
う
こ
と
が
で
き
'る
。
と
こ
ろ
が
、
沖
合
漁
業
の
分
野
に
お
い
て
は
、
漁
家
は
皆
無
で 

あ
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
沖
合
で
漁
撈
を
す
る
た
め
に
は
、

.

.少
な
く
と
も
、
ニ
〇
噸
前
後
の
漁
船
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
従
事
者
規
漠
か
ら 

;.
■

山
て
、
':
#

合
德
業
を
f

う
委
の
ぼ
企
業
体
で
あ
る。

-

:'
'
-も
識
池
し̂

い

る
:;
0

卷
代
表
的
な
も
の
は
マ
グ
ロ
延M

漁
業
や
北
洋
の̂

ヶ

，

マ

ス

漁

業

な

ど

で

あ

る

。
：
：
し

：か

，

4(

：'
1
般
的
に
み
る
と
、
遠
洋

、は
大
資
本
に
有
利
な
海
域
で
あ
る
。
こ
の
；讀

炎

廣

管

ま

漁

業

に

^

け

る

中

小

企

業

の

典

型

は

沖

合

漁

業

に

見

出

オ

こ

；
乏

，が

で

t

ょ 

う
で
あ
る
0
.
.
. 

-':
■

.

.

.

.

, 

. 

.

.
幾
つ
か
の
.
基
準
か
ち
し
て
、̂

会

を

馨

層

に

区

雾

；
る

.
こ

ネ

が

：
で
.
，

る

。
.：
諸

基

準

め

：

3

ち
.ゾ 

位
別
浪
ょ
る
措
層
区
分
で
あ
る
パ
漁
場
.
の
沖
脊
化
、
；
：そ

れ

に

と:%
な
^

経

営

形

態
.0

企
»:
:
:牝
に
ょ
っ
て
、
漁
家
か
ら
企
業
体
べ
：の
'
移
行
が
生
ず
る
。 

漁
家
と
I

う

勞

使

未

/
刀

化

の

単

 

一
,&

存
在
が
分
解
し
て
、.企
業
体
に
.お
い
：て
は
、
經
営
者
と
實
労
動
港
と
い
う
对
照
的
な
ー

I

つ
の
邮
白
罾
、ゎ
現
ち
れ 

る
。
こ
の
分
解
が
徹
底
さ
れ
な
い.と
：

U

ろ

に

、

階

層

分

解

，
の

不

透

明

性

と

い

う

間

.題
が
出
て
.
く
る
。
漁
業
賃
労
働
者
と
.漁
家
と
が
結
合
す
る
と
い 

う
こ
と
が
階
層
分
解
を
不
徹
底
に
し
、
不
遂
明
な
も
の
に
す
る
。
企
業
体
が
漁
家
を
淘
汰
す

る
： .

の

；で

は

な

く

、

両

者

ば

補

完

的

に

関

係

し

合

う

。 

具
休
的
に
表
現
す
る
と
、
沿
岸
漁
業
ー
に
従
事
す
る
漁
家
が
沖
合
漁
業
を
中
心
と
す
る
企
業
休
漁
業
の
勞
働
办
基
盤
：と
な
ふ
。

産
業
近
代
：
化

の

当

初

に

お

い

て

、

イ

ギ

リ

ス

の

綿

業
賃
勞
働

者
も

、

日

本

の

そ

れ

と

同

じ

く

、

相

対

的

に

恵

ま

れ

，̂

ハ
状
態
に
あ
っ
た
。

両

者
.

 

の

間

に

は

、

程

度

.の

相

違

も

あ

る

が

>
隹

目

.し
：な

乂

て

は

办

ら

ゲ

い

の

は

賃
労
働
者
の
基
本
的
性
格の
そ

れ

で

あ

る

。

イ

ギ

リ

ス

で

も

、

綿

業

賃
 

労
働
潜

は

不

遇

で

は

あ
|
っ

た

が

、

早

く

か

：ら

、

彼

ら

は

純

粋

な

潰

労

働

者

と

，4
:て
.立

ち

現

わ

れ

て

：い

た

。

と

こ

ろ

が

、

日

本

で

は

、

綿

業
賃

労

訪
 

者

の

主

軸

を

な

じ

：て

い

た

の

.は

，

農
家
か
ら
出
稼
の
年_

予

で

'あ

|

'
°

裏
家
か
ら
の
細1

 

彼

ら

は

生
一
本

の
賃

勞

働

者
 

で

は

な

.い
。
戦
時
休
勢
に
入.
つ
て
、

重
化
学H

業
化

.

.

H

場
の
地
方
分
散
が
推
進
さ
れ
：
る

よ

う

に
.な

る

と
、
こ
の

出
稼
女
子
勞
働者
の

影

は

薄

く

2

パ

'
“

4

代
。|

農
家
か
ら
通|

ソ

ロ

で
' .
る 

'こ
の
絲
み
入
ロI
力
ら
し
て：
.
低
廉
に
；し
て
、
し
か
も
良
質
な
労
働
力
の
供
給

'が
可
能
と
さ
れ
る
。
低
廉
で
あ
っ
て
も
、

質
が 

惡
け
れ
は
仕
！

s

が

な
V

良
質
で
あ
る
とい
う

.こ
と
に
、
.
注
意
が
向
け
ら
れ
な

く

，て

は

な

ら

ま

い

。'

.

i

こ
で
と
I

げ
ら
れ
て
い
る
階
層I

s

i

性

を
う

篇

は

，

漏

 

'

の

地
域
を
対
f

し
て
、•
事
例
的
に
論
ぜ
ら
れ
る
。
ぶ

 

矛
，

て
を
，
らr

;

扩
述
の
低
廉
に
し
て'
.

A
質
な
労
働
力
.の

霉 

こ
の
ょ
う
な 

に

依

存

し

な

い

.で

は

フ

f

漁

業

とい
う

形

態

をと
る

中

小

企

業

は
存

立

し

S

い

。

低

廉̂

す
る
機
f

.す
べ
て
で
は
な
い
と
し
て
も
I

の
主
な
I

の
^
^
^
^
^
^

つ
が
、
へ
階
層
分f

不
透
明
性
と
いI

題
を
提
起
^

-
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へ

'■
:
:-
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'
.

.

，養

：海

面

漁

業

の

福

漁

獲

暈

と

 

I

、
.

1

重
I

し
，

一l

l

i

l

霧

f

 

I

、
I

き

合

計

し
I

、
僅

i

?

M

も
っ
；に
す
ぎ
な
か
っ
I

ハ
‘

サ
ン
マ
が
、

ィ
ヮ
シi

敵

筅

そ

れ

|

駕
す
る
_

の
重
み
を4 '
;

;

^

^

ふ

。
火

用
I

霞

達

3

邊

鈞
f

マ
棒
I

ミ

て

、

，
の

霞

が

も

た

ら

さ

れ

た

の

I

。

ィ
ヮ_シ

は

塞

の

回
I

遺

夕

患

て

は

地

が

き

薷,

现
在
は
あ
ぐ
り
網
漁
業
の
I

対
象
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

」

サ
ン
マ
の
漁
場
は
沖
合
で

あ

り

、

:

サ
、ハ；
.の
そ
れ
も
多
く.ゆ
沖
合
.で
あ
る
。'.
,

ィ
ヮ
シ
漁
業
の

衰
勢

と
サ

バ
•

サ
ン
マ
激
業
の
発
展
と
い
う
推
移
は
、

千

葉

震

業

に

お

い

て

、
集
約
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

か
っ
て
、
.同 

.

.階
層
分
解
の
不
透
明
性
.

.:

■

:

•
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m

海
面
漁
業
に
お
け
る
魚
類
漁
獲
量
で
の
ィ
ヮ
シ
の
比
重
は
九
〇
％
を
越
え
て
い
た
の
に
、
現
在
で
は
半
分
に
も
達
し
な
い
状
態
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
.

依
然
と
し
て
、
同
県
を
全
国
有
数
の
水
産
県
た
る
地
位
に
と
ど
ま
ら
せ
て
い
る
の
は
、

サ
バ
.
•
サ
ン
マ
漁
業
の
急
速
な
発
達

:

•

•

.

 

. 

'
 

..

.

.

. 

.

.

.

■

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

-で
あ
る
。

サ
バと
サ
ン
マ
之
は
そ
れ
ぞ
れ
ー
：ー

0

%前
後
の
比
童
：を.占
め
、'
ィ
ヮ
シ
を
合
わ
せ
る
と
、3
つ
の
含
計
は
八0

に̂

-%
及

ぶ

重

み

を

も
 

?
て
い
る
。

一：：

全
国
ぬ
数
字
で
は
、
:こ
S
 

.と

.と
が
、
:'
'
'
.
千
葉
県
漁
業0
特
色
^

で
マ 

'こ
の
特
'^
が

よ

く

出

て

い

る.0
は
、',
;

同
県
0
太
平
萍
岸
に
位
置
す
る
外'^
総
で
^
る
。
ー
こ
ど̂
の
事
例
的
研
究
の
対
象
と
な
っ
，て
い
ヾ
る
の̂ 

同
県
な
南
端
か
ら
北
土
し
：て

(
大
原
に
い
た.る
外
房
総
©-
砖
ぼ
：中
央
に
位
置
し
ズ
い
'る
鴨
川
：‘
：天
津
で
あ
る
'0
:

;引
合
.に
出
さ
れ
る
小
湊
は
天
律
の 

北
方
に
：あ
り
、
両
者
は
同
じ
町
に
所
在
し
て
い
る
。
と

：の
地
方
に
は
、

.従
来
か
ら
、
ィ.ヮ
；
ゾ^
ぐ

り

網

.
大
型
定
置
網
な
ど
の
沿
岸
漁
業
の
中
小 

企
業
的
経
営
体
が
存
在
し
て
：い
た
？

こ
れ
に
加
え

-る
に
V
ザ
バ
'
‘
.
サ
シ
.マ
：漁
業
め
発
展K
と
も
な>:

て
、"沖
合
漁
業
.で
も
、

こ
の
よ
ぅ
な
経
営
休 

が
続
出
し
て
き
た
。
し
，か
も
、
地
先
海
面
：に
サ
バ
の
好
漁
場
が
あ
り
、
磯
根
資
源
に
も
恵
ま
：れ
て
：い

_る(

の
で
？
 ̂

:て
い
る
。
：：：中
小
企
業
と
漁
家
と

.の
微
妙
‘な
絡
み
.合
い
に
：̂
い
ヤ
>
'
主
題
た
石
階
屑
分
解
の
本
透
明
性
と
い 

，る
0
:こ
..れ
が

窗

天

律

を

事

例

と

し.て
選

択

し
'^
睡
:f
f
lで
あ
る
。.

V

:
:
'
。
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'

...
 

■ 

■ 

. 

- 

' 

' 

■ 

■

.
 

■
.
.
'パ
 

:.
-

-

•:

ザ
ン
：
マ
杨
夏
の
終
り
か
：ら
秋
に
か
け
.て

，

北

海

道

か

ら

、
：
ー

東

北

沖

に

そ

づ

.
て
南
下
し
、：
年
末
に_

東
を
越
え
、
.;

ー
 

1

1

.

1
月
に
潮
岬
に
達
す
る
。 

こ
れ
は
密
集
し
た
魚
群
を
形
成
し
、
：

.
南
下
：す
る
ほ
ど
に
接
皋
す
る
：。
；
操
業
海
域
が
沿
岸
で
あ
っ
た
時
代
に
は

>

和
歌
3

こ
|
1重
県
が
漁
獲
の
中
心 

地
で
あ
^

た
：。
漁
船
.の
動
九
他
•

大
型
化E

と
も
な
い
、
ソ
ー.九H

M
1
-

頃
に
ば
、
ハ
千
葉
 

>

茨
城
県
吖
：漁|

が
サ
ン
バ
マ
の#

ぐ
を
漁
獲
し
た
。
現
在 

.
で
ゆ
、-'
:
.漁

獲

の

中

心

は

よ

り

北

に

の

び

、

北

猶

道

*:
三
1 1
'

沖

が

：主

要

漁

場

に

な

り

->
_

贫
北
部
に
は
、: :
''

終
漁
期
む
小
漁
場
が
形
成
さ
れ
る
に
と
ど 

ま
る
。
こ
の
推
移
の
結
果
、

サ
：ン
マ
棒
受
網
は
^

:
合

漁

業

の

典

型

と

な

マ

て

，い
：
る

。
：

.
：こ
：
の

漁

種

：は

他

漁

種

、

例

え

ば

、

サ

バ

#)
.

マ
グ
ロ
延
縄
の 

裏
作
的
漁
業
と
し
て
営
ま
れ
る
が
、
'
漁
獲
高
が
ら
す
を
ど
、
主
業
的
意
味
を
.も
っ
て
.
ぃ
：
る

場

合

が

：
多

ぃ

。

-:
-
'漁
場
が
遠
ぐ
離
れ
て
ぃ
る
か
ら' 

サ
ン

マ
6

タ
-伊
終
.
の
漁
港
‘に
は
ガ
揚
げ
さ
れ
ず
千
葉
県
マ
は
、
，铫
子
港
に
：集
中
的
：に
揚
げ
ら
れ
る

-0

従
っ
で
、
外
房
総
の
属
地
的
漁
售
統
計
で
は
、 

.

サ
シ
マ
は
出
て
こ
な
い
が
、
外

|

房
総
の「

多
く
の
中
型
漁
船̂
 ̂

K
1

陸
の
諸
漁
I

サ
ン
マ 

を
水
揚
げ
ル
て
い
る
。■
.ぐ

.'
•

;

:■
:

.

;

サ

バ

塗

要

漁

場

：嫁
関
東
以
北
の
太

■

海
域
と
、.九

州

、

谓

■

梅

域

と

で

あ

赛

外

I

說

漁

船
'の
：活

動

舞

台

は

馨

で

あ

る

。
伊
豆

.七
'

 

島

•

M

州

.

.
•
跳

子

神

に

サ

バ

の

好

漁

場

が

あ

る

；
と

い

う

点

：
で
、

.
外

響

ほ

恵

ま

れ

て

い

：る
；。
特
に
、
へ
外
房
総

い
：る
の
で
、
小
型
漁
船
で
も
サ
バ
釣
舊う
こ
と
：が
で
塞

:S

 

サ
>

ゴ
は
専
ら
沖
合
漁 

業

の

务

齋

で

あ

る

め

に

サ

.
ハ

に

つ

V

P

.は

、
；
沿

岸

漁

業

が

成

立

^
^
^
 ̂

ァ

て

は

"
：
か

な

■り

有

利

な

業

を

行

い

う

る

の
 

.で
あ
る
。'
t

ハ
の
漁
獲
量
で
社
、.千
^

^

る
。
と
こ
ろ
が
、.
千
葉
県
で
の
サX

繼

量

三

噸

2

五
噸
：未
満
の
も
のI

め
へ 

る
と
、
：こ
の
数
字
は.四
o

f

越
え
る
。
：
し

が

し

濫
 

獲
の
弊
害
が
容
易
に
現
わ
れ
、
生
産
性
が
低
く
な
る
傾
向
を
避
吁
が
た
い
。

.

.

数
時
^
:iL

に至
.

#

し
う
る
地
先
海
面
：に
、

-

サ
パ

.
ィ

：
ヮ

シ

の

好

漁

場

_

る
か
ら
、

こ
.れ
ら
を
対
道
と
す
る
沿
岸
漁
業
が
栄
え
て
い
る

0
:
こ
れ 

.

と
並
ぶ
ほI
.

重
要
性
を
も
っ
て
い
る
の
.は
、
、サ
バ
ハ 

な
ど
を
や
る
雑
漁■

I

。
，

.地

び

き

網

飧

衰

退

し

つ

く

し

た

観

が

.

|

タ

.
種

類

は

実

に

多

様

性

に

富

ん

，
で

い

.る
。
：
漁
業̂

^

^

 

-

 

0

 ̂

1

一
種
類
以
上
の
漁
業 

.
を
行
う
場
合
に.は
、
：：'

1:

経

営

体

は

芎

式

に

お

い

て

は

、
；

一

経

営

- #
:

が

ー

ら

の

種

類

の

漁

業

の

み

眞

う

。

零

細

漁

家

が

担

当

C

雑
漁
業
は
、
'時
機
に
応
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
讓
の
漁 

業
8

う
か
ら
、

.そ
の
操
業
方
式.

I

合
的
で
J

。
：.
大
型
定
.影
總
i

ぐ
り
網
漁
業
f

」

.

|

解
1

|
'
.
ン

ィ 

'

•

、
：

-

^

 

キ 

_

_

_

_

_

_

_

_

_

 

_

_

,

r

m

.

r

r

_

_

_ 

I
:
:
. 

_
:
,
f
: 

.

.

.

.

.

 ,:

…

-

.

.

.

 

.
:

•



ベ
' 総

1

力

船

動 ， 力 - 船

m

3 噸

未 満 ' 〜 5

5  

〜 1 0

1 0

〜 3 0

3 0

小
経 営 体

1 9 5 4 1 5 0
8 7

4 6 *, 5 4 7 1

1 9 5 8 1 1 8 4 4 5 4 7 1 2 1

湊

漁 船

1 9 5 4 1 6 2 9 7 4 6 5 4 1 0

1 9 5 8 1 3 2 5 6 5 5 7 1 2 2

天
経 営 体

1 9 5 4

1 9 5 8

2 0 3

2 4 6

1 2 5

7 6 '

5 2

1 4 6

1 3

1 5

7

4

3

2

3

3

律

漁 船

1 9 5 4 2 4 8 1 6 1 5 2 1 5 1 0 1 0

1 9 5 8 2 7 1 9 0 1 4 4 1 5 5 1 3 4

経 営 体

1 9 5 4 1 3 9 3 6 8 5 1 7 1 0

鴨
1 9 5 8 1 6 8 7 9 7 4 6 3 6

川
漁 船

1 9 5 4 1 8 6 4 9 8 6 8 1 4 2 5 4

1 9 5 8 1 9 4 8 1 7 4 7 1 4 1 6 2

第 1 表 階 肩 別 経 常 件 数 と 噸 数 別 漁 船 隻 数 漁
期
は
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
ハ

操

業

を

目

指

す

な
.ら
ば
、
そ
■れ
は.
愉

の

漁

種

と

組

み

，合

せ

ら

‘
れ

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

沖

a*

嘴
業
に
は
、

サ 

バ
釣
に
終
始
し'
ょ
ぅ
七
ナ
る
，も
の
と
サ
ン
マ
棒
受
網
な
ど
を
兼
営
し
ょ
ぅ
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

 

、，

::
;
:ー.地
：び
身
網
:,
>
:淀
|1

網

靈

な

ど
.
釔

除

偏

船

縦

業

の:«
:

_

を
規
洚
ホ̂
^
^

众
ら
:^
.夕
:̂
は
.
'階
]1
'-:01
綠
営
体
数
と
順̂

漁̂
紅
敦
お
吻
区
則
で
あ%

'
^«
1
康
参
照
^

«:
営
本
が
>ー：：|隻
以
上
；の
.1
龄
を
も
^
;
$

:'

こ
©M

則
が
必
要
に̂

る
。
R:
.者
の
数
字
め
相
違
が
出
て
い.. 

一
る
：の
：
ft

、
：：特
贮
3:

噸
以
上
：に
おい

.：

て

で

あ

る

；。
s.
-

g
の
.
大

部 

分
は
、

「：

天
律
に
2

ヵ
統
、
鴨
川
£

ハ
*,

統
あ
る
あ
ぐ
り
網
漁 

業
経
営
体
に
ょ
づ：

て
生
じ
て
い
る0

こ
の
経
営
体
は
一.
.

5噸 

i:

後
の
網
船
ニ
隻'と
：五
丨
ザ
o

噸
級
の
.
運
搬
船
二
丄
ー
ー

：

隻
ょ 

士

な

り

、
::
;

こ
"
の

合

計

噸

数

は

五

0

噸

を

越

ぇ

る

。

0

従

っ'
て

、 

.
階

層

別

，経

営

体

で

は

五

0

嗔

以
.上
：：
の

も

の

も

あ

る

が

、

一

#
 

の

漁

船

.
で

こ

の

水

準

に

達

す

る

も

の

は

、

■■
こ
の
地
方
に
は
存 

在
し
し
な
：い
。
あ
ぐ
り
網
漁
業
経
営
体
を
除
外
す
る
と
、

.
I

経 

営

体

一

：
漁

船

と

い

デ

の

が

普

通

で

.あ

る

.
。

.
外

房

総

に

お

，
い

て

，
は

、
沖

合

漁

業

の

主

な

.も

の

は

北

海

道

，

.
年 1 月 1 日 調 盗 の 第 2 次 漁 業 セ  

は . 1 9 5 8 年 1 1 月 1 日 調 査 の 臨 時

は 195̂
あ

あ :'る 1 

1 9 5 J

.サス ,

54
#

“

/三
睦
沖
で
の
サ
バ
釣•
サ
ン
マ
棒
受
網
で
あ
る
。
三
陸
沌
ベ 

1

ン|
出
漁
で
き
る
'
の
：は
：

1；

四—

ー
3:

噸
級
以
上
の_
漁
船
'
で
あ
る
。 

言

..
七

丨

八

噸

級

で

も

行

げ

な

い

こ

と

は

：
な

い

が

、

無

理

と

危

険

が
と
も
な
$

1

漁
業
に
.適
し
で
い
る
の
.は

豪

未

満

の

小

型

漁

船

で

あ

る
.0

ー.こ
：
れ

か

ら

し
5

〇

噸

級

：
の

漁

，船

は

中

途

半

端

な

も

の
 

に

な

.る0

1

九
五
©

年

と一
:

九
五
八
年
と
を
対
比
す
る
と
、
五
丨1

0

響
級
の
漁
船
隻
数
は
、.小
湊
で
は
皆
無
と
な
り
、
天
津
で■は
半
減
し
、
鴨 

.'

川
I

み
変
ら
な
.い
，
鴨
川
メ
天
津I

の
：級
の
漁
船 

そ
れ
ら
が
あ
ぐ
り
網
漁
業
の
蓮
：搬
船
と
し
て
役
立
て
ら 

:

れ
て
い
る
と
い
ぅ
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
経
営
体
の
階
層
化
に
お
い
て
は
、

一
〇

.噸

里

裏

噸

未
'W

と

い

っ

た

，格

差

.が
あ 

り

両

者
0

間
に
は
：
容
易
に
越
え
ら
れ
な
い
断
層
が
あ
る
。
さ
ら
：に

.、J
1
T

五

'噸

級

は

少

数

で

あ

冬

企
業
体
と
漁
家
と̂

懸
隔
は
大
き
く
見
積
ら
な
ぐ
て
は
な
ら
な
い
。
：

• 

...
 

-
 

'

.

.

:

•
 

-
 

;

■:
.

 

一
 

.
 

:
.
.
- 
■

 
■

 
-
 

..
 

:
:
: 

..
 

.
 

-'

一
九
五
四
年
か
ら1

九
$

八
年
ま
.
で
.
.の

瘙

過

に

：お

い

.

.て

、.
漁
船
総
薮
ば
、
小

湊

で

た

が

、
天
津•鴨
川
で
は
ふ
え
た
。
内
容
を
み
る
と
、 

■
^

廣

•

天
津
で
は
、
無

動

力

繫

大

幅S

少

し

、
一
一
一
一
噸

*

满
'
の

小

型

動

力

船

と

1

0'
^

天
津
ヤ
の
パ
型
動
力
船
の
消
加
が
著
，

.J

く
、
一
一

一

■

く
■
•

っ

て

い

為

備
が
近
代
化̂

れ
た
.一一

噸

前

後

の

衾

：で
I

:。：

と

の

驚

異

的

凝

展

は

沿岸
サ
バ
鈞
漁
業
の
餘W
素

映

す

る

も

ので
あ
A

天
：津
は
こ
：
の漁 

:

業
の
代
表
的
基
地
で
あ
る
。
天
津
に
_

る

と
、
r
小

霧

は

修

合

薇

業

に

童

点

客

：

い
F
V'

岑
と)

い
：え̂

。
^̂
^

り
一
一
一
：

一

噸

未

満

動

力

船

は

幾

分

へ

A

 

:

,

1

0
噸

以i

動

力

齡

は

；
か

：̂

へ

っ

て

.い

る
マ
.
総

隻

数

は

少

し

ば

か

：り

増

.

g

し

て

：い

る

：が

、
；
.内

容

的

な

：低 

卞
は
姻
ら
か
セ
あ
る
。
低
下
し
た
理
_

理
解
す
る
_

、
：
；が'
つ
て
、

ニ「

一
ヵ
統
も̂

っ
た
あ
ぐ
り
網
漁
撈
休
が
半
減
し^
:
い

る

こ

.：と

を

知

ら

な 

く

ズ
h

r
广

ら■/
•

I

4

ン
.

サ

ン

マ?1
業
'̂

閧

す

る

か-t
'̂
.
;

|
.九
3:

四

年

ど

：
：

1
:
.九

：：五

.八

卑

>

.
を
.此

較

し

て

；、
.
そ

の

発

展

は

自

ざ

：ま

し

い

も

の

が
 

あ
.
っ.
售

い

え.る

。
.
サ

バ

釣

漁

業

農

い

て

、
.
.
沖

合

漁

業

と

率

行

し

只
 

へ

^

‘

サ
ン
.
マ
を
主
た
る
漁
獲
対
象
と
す
る
漁
船
漁
業
の
発
展
は
、
漁
獲
金
額

0;

仲
長
に
ぉ
い
て
現
わ
ル
て
い
る.。

ニ
：
九

五

.四

年

を

基

準

と

す
 

る
.

1
讀

八

年

の
:1

は

へ
;1
;;
£

ー
:1
^

.型
漁
船
f

る
沿
岸
ザ
バ
：釣

鹽

：
■

鬚

に

：食
ぅ
I

■

裁

^
^

•

':

階
餍
分
解
の
不
ー
透
明
性
:

。
 

へ.

.

-
 

> 

V

.

S

L

,

,

:
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■ 
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七

(

九
三
九〕
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.

•

 
.
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第 2 秦 . 漁 獲 金 額

%
爲 獲 金 概 (S7/P3) 雄位当り漁獲金額 (万ra)

ヽ

総 .:

■ M ：：

漁 企

業
体

経 .
営
体

漁

M

..企

業
体

従  
事 . 

者

小
1954 125 52 73 83 39 430 28

輿
1958 154 31 123 130 32 615 29

天

津

1954 1 5 6:: 51 105 76 29 390 19

1958 288 101 137 97 47 442 19

鴨
1954 228 44 184 159 36 836 33

ill 1958 215 58 157 126 ' 38 924 22

'

;

,■
- 

 ̂

I

I

::
:

.

.
'
.
.
'
.

入

^ ̂

V 

.
V 
•

:

' 

八

.

(

九
四 
0)

.

.

一
八
へ
ブ
_

ー.觉

事

者

〕

28
29
:

-9
.

19
. 

V
.
3、
で2

.'
:^
一ー
/1

湊
::
^

の

#

び

ば

薇

船
..
'
©
大
1L

化(

:*
:«

の
：
沖

合

化
^

カ

を

注

い

だ

結

果

で

.あ

る
0

漁

:■
•
;€<

I

?
:'
:
':
'

一:-
-
';:
,
v
:
:
'

:;
;

t
.
i
:

ゾ.：：
;々

： .：：へ；：： '':

獲

金

顧

の

(

増

大

：
は
.専
_

ー
：
噸

以
 

ン
両
者
は
：
対

照

的

：

で
： '

あ
る
。
漁
獲
金
額

.:

ナ
fe
:

_

^

5

_

:
:4
3

;6
1

;
39

、ソ̂
 

j
'
% 
か
'

一
額 
s

.

f

»

.

.

#

':
.
39
^

.金

_

M

営
#-
83
:

30
76
97
59
;

;
26
V;

と
が
指
摘
さ
れ̂

々
天#

で
は 
一|
九
方
円
か
ら
.四
七
万'̂
へ

と

大

き

く

ふ

.
え

て

い

る

の

に

、

漁
；
^

^

^

;:
7

:1
2
;」
ザ

，

^
 

:

«

漁
*

ン
52
,
31
.
.
.51
:
10
1

.
44
58
.
、io
_
:階
層
に
來
い
て
は
、：
>
,小
湊)

の
：伸
び
'
は
；目

ざ
-*

し
：い
：。
そ
の¥

均
#

^

金
額
の
増
-
叫
は
、
他
M
 

第

_

 

_

 

^

 

同
じ
サ
バ
釣
で 

.
I

卜

！.■
■
■
^

'4;
.

-8;
. 

4

.,
8
 
一
 

4
 

8
.
.
. 

'

衾
.

あ
っ
て
一
も
、
：
ー

.
方

は
-^

岸
に
、：.他
方
は
沖
合
忆
活
路
を
求
め
て
い
：る
.：。.
.

.

鴨

川

：
で
：
は

、

11
-

獲

金
. 

v

\
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:
1
9|'
11
9

ほ
_
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:
第
：
：額
は
1

分
減
少 

•

サ
.

':
:
-

$

:ぺ
''
:
:
'バ
：
へ
-,
小

湊

ハ:'
'

-

-

_

.:
;
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九
3*

六

每

か

ら

、
瓦
 

(

第
3

表

参
照)

自
営
業
主
め
比
重
は
変
ら
な
い
：が
，
家
族
従
事
者
が
.
へ
>

て

、
.
賛

労

働

者

が

ぷ

え

だ

-:
'9

同

じ

に

、■
第

1-

次
産
業
部
門
の
就
業
者
数
が 

へ
り
、
第
.一
一
，II

i

次
産
業
部E

の
そ
れ
が
ふ̂

.る
が
、
漁
業
就
業
者
数
は
ほ
と
ん
ど
変
っ
：て
い
な
：い
：。

」

さ
ら
：に
、
漁
業
で
：は
、
全
国
產
業
ほ
：ど
'
で
；
は
：な

；
い

'が

、
：
象

族

従

事

者

が

へ

^

賃

労

働

者
 

が

ふ

え

て

、

る
.:
:
対
比
さ
れ
る
年
度
は
少
ム
ず
れ
る
が
？

ー

.

九
五
©

年

か

参一

九

五

：
八

年

ま

で

の

間

に

、
：
：
小

湊

‘

天

津

•
鴨
川
で
の
漁
業
就
業
者 

数
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

I

九
五
四
年
を
基
準
と
す
る.「

九

五

八

容
 ̂

一
 

三
五
に

よ

3986万
： ]A

26 29 45

4133 26 25 49

63.6 33 27 40

62.8 34 24 42

445人 34 16 50

537 22 12 66

802 25 12 63

1252 20 15 65

710 20 13 67

958 18 13 69

\

全国産業

1956

1959

全国漁業

1956

1959

小 湊

1954

1958

天 津

1954

1958

鴨 川

1954

1958

*

労
働
者(

％

)

 

家
族
従
事
者(

％

)

.' 

自
営
業
主
<
%

)

ぺ 

総
.

数(

実
数)

.

，位 別 就 業 者 数第 3 表 従 業 上 i

の数字は就業構造基  

3 その他咚づいては

ヮ
て
い
る
'0

こ
の
間
に
、

こ
の
地
方
の
漁
業
経
営
体
数
も
•ふ
え

た
が
、
：増

加
は—
0

;

%

1に
足
り
な
い-
。)
従
っ
て
"

r

経
営
休
当

.

.

.

.

.

.

.

 

•

」

り
の
.従

事

者

数

、
嫁

猶

ス

か

ら

五

人

に

.増
大
し
た
。.
こ
.の
こ
と
は

賃
勞
働
者
の
比
率
を
高
办
る
こ.と
に
.
な

る

。
.
か

つ

て

の

六

 

一
%

業

ん

が

六

七

％

に

.な

っ

.

.て

.s

る

。
；
就

業

者

数

の

増

加

及

び

就

業

！
！
造

*t
u
 I

0.
.
近
代
化
.
に
ぉ
ぃ
て
>

ど
0

地
方
の
漁
業
は
全
国
産
業
に

難
、
^

泰

'
 

し

.■.
ぁ
る
ぃ
.
は
、
.
.
.そ

れ

を

凌

ぃ

で

さ

ぇ

ぃ

.
る

。

国
査
表
',
-

.全

調
1
 

' 

こ
の
地
方
の
漁
業
就
業
者
の.場
合
、
佳
意
し
な
く
て
は
な
ら

'註
......な 
'い「

の
は
、
へ
.

自
営
上
賛
勞
.働
と
の.

.

.

分
化
が
は
ヾ
っ.
き

り

し

て

い

な

.

.
'
.い
も
の
、が.か
.
な
り
.
.
.い
る
と
'
い
ぅ
.
.と
と
で
.
.あ
る
0

.
従
業
上
の
地
位 

別

を

自

営

と

賃

勞

働

と

の

一

：
一
つ

^

分
サ
る
畤
に
お
ど
も
ら
か
：言
1

て
い
.る
：
も

の

：を

：ぁ

げ

て

い

る

5

ぎ

な

い

も

：
の

が

ぁ

る

0

漁
業
セ
ン
サ
大 

9

数
字
か
ら
推
箅
し.
て
、
：
少
な
く
見
積
ハ
て
も
、
實
労
働
者
の
約
ニ
0

%

.
は
経
食
者
世
帯
が』

出

て

い

气
^

て
い
る
-0
.っ
_ま
り
、
ン
階
層
分.

が
透
明
で
な
ぃ
。
こ
れ
か
ら.し
，て>
,
.就
業
構
造
の
近
代
化
と
い
ぅ
結
論
裏
摩
に
孕
こ
レ
は
で
き
な
い
，

mrnrn̂

■
 

■■■■.
 

. ... 

■ 

. 

. 

.
 

.

.

.

.

.

. 

■ 

• 

. 

: 

’ 

.

. 

. 

- 

- 

.. 

.

.

. 

' 

.

.

.

.

.

.

.

.

汉
業
麗
類
ソ
漁
場
の
遠
近
ノ
漁
船
噸
激
及
び
漁
業
賃
勞

^
業̂
の
有
無
と
い
ぅ©
.指
檩
に
照
ら
し,
へ
漁
業
経
営
体
を
分
領
す
る.と、
八 

一
つ
の
■型
が
あ
げ
ら
ホ
る
。.；

(

第

4
_ 

っ
て
、
ィ
ヮ
シ
あ
ぐ
り
網
漁
業’サ
,-
サ 

シ
フ
漁

-̂
と
べ
い
ぅ
四
の̂
区
分
が
出
て
く
る
。
サ.ンマ
.棒
受
網
を
兼
営
す
る.サ：バ
釣
漁
業
は
す
べ
て
沖
合
で
あ
る
が
、
サ
バ
釣
漁
業
に
は
、
於
岸 

分

解

の

不

透

明

性.

 

.

\

 

.■

 

.
V



サ バ 釣

沖

合

独立 賃 赁

Jt
労 労

下 働 働
散 兼

層 層 業. 業

雑漁業

'隠

居

C

11

第 4 表 漁 業 経 営 体 の 諸 類 型

5

58

8

2

サ

ノヽ

サ

ン

に千葉県の鸭川町 

った現地調査によ 

以下の諸表はすべ 

り，漁業センサス

#

沖
合
と
が
含
ま
れ
る
。
沿
岸
サ
バ
：釣
漁
業 

'は

自

営

：
に

尊

念

す

る

独

立

層

'>
賃

労

働

兼

業
 

層
と
に
分
け
ら
れ
る
。
雑
漁
業
は
貧
労
動
兼

る

\
ィ

シ

あ

<*
b
辋

無 励 力 船

1

1 噸 未満

.動 1^  3

3~  5

力 10 〜 15

15 〜20

船 20 〜 30

30 〜50

£ (1) こ の 表 は 1 9 6 1年 7 月

及び天津小湊町天津で行な  

つてえられた数字による。.
て現地調査によるものであ 

からぼえられないものであ 

⑵ 1 経営体で2 隻以上の漁船をもっている 

9 は，サバ.ヤンマ漁業でサ卜マス漁業を兼 
営している経営体1 つとあぐり辅漁業経営体 

である。 この表には，サヶ • マス漁業は掲げ 

令れず，，あぐり辋経啻体については，最大漁 
船 1 つめみをあげた6 従ゥて，この表では， 

释営体数と漁船隻数とは合致している。

， い ，三 な す 袠 業  

力 る 順 - い る に 層

5: 9 未 ° も 掲 と
o た .満 三 の げ . 隠  
X だ は 噸 : を ら 居  

も 想 以 比 れ 漁  3 あ 対 上 例 た 業  
つ ぐ 的 階 的 経 と  
( り : に 層 に 営 に  
ぶ 網 少 は 抽 体 区  
1 漁 な 相 出 数 別  
S 業 ぐ 対 じ は さ  

経 掲 的 た 各 れ 
な %  f  ^ も 類 る1 体 ら 多 の 型 °
( だ れ ぐ で に 第  
o け て 、 は 属 4

ゥ
網
漁
業
経
営
体
だ
け

ノ
し
か
あ
げ
て
い
な
い
。 

掲
げ
ら
：れ
て
い
る
経
営
体
は
面
接
の対
象
と

な
つ
-
た
も
の
で
あ
る？

..
- 

-

諸
類
^

の
区
部
は
'1

船
顧
数
0

大
.小
に
概
ね
対
応
し
て
い
る
が
、
リ
あ
る
程
度
の
幅
が
.許
容
さ
れ
て
い-る
。
あ
ぐ
り
網
漁
業
と
沖
合
漁
業
と
は
す 

ベ
て
1

0

噸

以

上

で

あ

：り

、
他

の

も

の

.
と
は
、‘は
づ
.

き
り
と
：
一»

を
画
し
て
い
る
。.独
立
自
営
体
の
：上
層
は1
ー|
.

—

五
：
噸

階

層

に

属

す

る

0

こ
れ
ら
以 

外
の
四
つ
の
類
型
匕
龙
い
て
は
、
同
一
の
漁
船
，
層
に

1
1丨

三

：め

類

型

が

令

の
相
違
が
あ
る
と
と
が
考
慮
さ
れ
な
く
て
は
^

ら
な
い
。
：ザ
-

釣
漁
業
に
お
い
て
、
と
：の
相
違.は
：特
別
の
重
荽
性
を
も0
0
'漁

三
噸
以
上
：階
層
が
炎
業
伟
に
入
れ
ら
れ
てい

が̂ > 
こ
の
分
類
法
は
採
用
し
な
い
。.
三
I

五
噸
階
層
と

-〇
噸
以
上
階
層
と
：の間
に
は
、
大
き
な

断
1'

が
ネ
在
し
て)

る
の
に
そ
れ
と
三
噸
未
満
階
層
と
は.

続

し

て

い

，る

。

こ

の

.階
層
は
^

業
沐
に
属
す
る
よ
り
も
、
漁
家
の
上
層
に
位
置
し
.

て
い
る 

0

'

'

.

r

 

- 

- 

.
V
.
. 

. 

 ̂

.

..

沿
岸
サ
バ
釣
の
代
表
的
地
域
た
る
天
津
に

.
つい

：：

て
、：r

s

噸
未
微
の
漁
船
で
ル
、

」

日
本
一
の
：性
能
の
も
の
を
そ
ろ
え
：た

」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ 

_

こ
で
は
、
m

m

の
近
代
化
は
、
大
型
化
で
は
な
ぐ
、

.ニ
：噸
前
後
の.小

型

漁

船

の

内

容

勝

：
に

機

閧

.
の

^

丨
.
ゼ
ル
：化
と
い
う
形
を
■と
'

 

っ
て
い
る
。 

.

一
噸
当
り3

馬
カ
ま
た
は
そ
れ
を
越
え
る
機
閧
の
装
着
ゆ
、
：

.
比
較
的
に
容
暈
の
小
.さ
い>
シ
，1
:ゼ
.
ル
.だ
上
っ
て
吟
 

ジ
ー
ゼ

.

.
-■'

■
-
■
•

■/

,,
,
:
 
.
!■
■

:

■

ト
 

：：
 

..パ
 

.
 

-..U 

•

ル
化
に
よ
る
馬
力
数
：の
增
大
は
速
度
を
ま
す
の
み
で
な
く
、
.集
魚
灯
の
光
力
を
大
き
く
す
る

0
:
:サ
バ
は
叙
群
が
密
集
し
て.
ぃ
る
か
ら
、
集
中
的
な 

操
業
が
行
わ
れ
る
タ.
.多
く
の
漁
船
：が
入
む
会
？
て
い
る
時
、
'.

自
船
の
光
カ
が
弱
い
と
、
”

：せ
ち
が
<
魚
を
集
め
て

船
に
魚
群
：を
奪
わ
れ
て
し
ま.う
P 

:他

船

よ

り

裝

備

が

劣

；
っ
て
い
：
る

こ

.
と
ば
漁
場
か
ら
.の
追
放
を
意
昧
す
专
 

.
、
 

'

噸
数
は
同
じ
で
も
、
機

関*.
:

装
備
が
劣
っ
：て
い
る
澈
船
は
サ
バ
釣
を
行
う
こ
.
と
：
は

で

き

ず

、
：

»

漁
業
に
向
わ
な
く
て
は
な
ら
今4

雑
漁
業
で 

:

は
、.
自
営
の
み
セ
生
計
を
維
持̂

る

の

は

：む

ず
.か
：
じ

い

か

ら

 

> 

:独

立

層

が

威

立
.ホ
る
余
地
，は' %

い
1
。：
沿
岸
；サ
バ
釣
は
有
利
な
漁
業
で
.
.あ
る
が
、
そ 

の
：盛
漁
期
は
短
か
く
、
自
営
に
終
始
し
：よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ

.以
外
の
：時
期
は
不
利
な
漁
業
釔
従
事
し
な
く
て
は
な
ら
.な
い
。
こ
れ
か
ら
し
て
、
自 

営

と

賃

旁

働

と

の

選

択

が

間

題

と

な

る

：
。
：
サ

：バ
：

'釣
を
行
な
？
て

い

る

も

の.<
0
な
か
^

^

實
労
働
兼
業
層
が
か
：な̂;
含
ま
れ
て
ハ
る
と
：い
う
の
は 

こ
の
事
情
に
よ_
る
:-

賃
労
働
兼
業
層̂

あ

：
っ

七

は

、

V

自
営
収
入
よ&

も
實
労
働
収
入
：へ
の
族
存
度.の
方
が
大
き
い
と
い
：う
の.は
珍
し̂
^

 ̂

先
海
面
'
の
豊
度
が
低
下
し
、：
沿
岸
漁
澳
に
比
べ
：て
の
沖
合
漁
業
の
有
利
性
：が
翕
史
る
と

^
^
^
^

一I

働
を
_

し
て
い
な
い
.と
^

い
る
。
：
後
者
が
、
少
な
く
と
も
、
■
■一
 

.一S

則̂

の
動
力
船
ギ
よ
：？
て
操
業
し
ナ
い
务
：の
に
、
前
者
は
無
動
力
船
階
層
ま
た

.は
：：.

一

一
：
噸

未

満

動

力

船

.階
層
' 

に入
： .

っ
て
い
る
。：
最
近
、
数
馬*:
程
®

の
.船
外
機
関
が
：安
価
に
：入
手
し
う
る
よ
う
に
だ
り
、
そ
れ
が
無
動
力
船

)

に
装
着
さ
れ
る
よ5
.
に
な
っ
た
。

.

.

. 

.'.

.•:
•,
. 

.

.

. 

- 

-V.

こ
：

$

よ
う
：な
形
で
ぐ
勸
カ
化
さ
れ
^
零
細
漁
絍
が
数
多
く
現
わ
れ
贫
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
で
営
ま
れ
る
隠
居
漁
業
を
無
視
す
る

こ

と

は

.
で

き

な

い

。
 

.隠
居
漁
業
に
よ
谷
月
舣
の.平
均
は
敎
.千
円
と
い
：っ
た
程
露
で
あ
り
い
賃
労

_

:
の
そ
れ
を
ぼ
る
が
に
卞.回
ら
；
て.い
.：る
：。':
'
自
^
^

:

■

:

階
層
.分
解
.の
不
霞
性
；
'
:
-ン 

.
一
一'
 

(

九
：四三；)

：
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r

-

V

-

 

.

:

'

一：パ
.
：

：
'

.

.-
:

.

■

'

r

一:'
，(

九
四
四)

:

こ
-
. 

の
は
食
弱
な
生
産
手
段
の
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
勞
働
を
兼
業
し
え

.な
い
の
.
は

老

弱

の

せ

い

：
で

あ

る

。

隠

.居

漁

業

者

は

赁

劳
 

:

ャ
働
が
ら
':
©

顧

落

澈
;̂

齡
^

ハ
；最

低

の

ー

瓶

民

掃

マ

ぁ

菟

；

.漁
業
に
炫
，
定
电
制
も
な
い
代
り

U
、：

.:
退

敗

金

制

度

も

な

：い

。
パ

老

後

を

ゆ

だ

^

る

社

会

保 

障
も
な
い
。'
こ
の
よ
ぅ
な
状
況
に
お
い
て
は
、
隠
居
漁
業
の
発
生
は
避
け
が
た
い
。
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1

_
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數
字
:^

よ
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で(
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四
寧
か
：ら
ー

f

允
笼
八
年̂

が
^

て
の
■

移
'̂
.

3

か

が

ず

と

'

(
：

独

立

自

営

体

の

上

層

た

る

 

一
ニ
ー
左
顿
階
爵
が 

、:'
-«

加

ず

る

：

_

向

は

み

ら.水

が̂

:

流

石

ぬ

，
.
.隠
.居
_

*;
:

は

減

少

：
の
、
趨

勢

免

汔

^

;:
'

■
働
兼
業
層
で
知
る。
;#
■

..
,
沿

岸

麗

場

の

迪

歲

の

低

卞

：怒

背

景

と

:-
1
>
:董

备

労

働

兼

業

«

の

増

加 

以
上
漁
般
階
層
ノ
へ
特
に
沖
合
漁
業
の
発
展
匕
見
合
ぅ
も
や
で
あ
る
プ
自
営
体

^

ぅ
ち
の
貴
勞
働
兼
業
層
は
中̂

,
■
盤

>
な
っ
て
い
る
。
一
；
そ
こ
が
ら
出
て
ぐ
る
*
勞
働
者
は

-̂
:

営
依
か
ら
.の
麻
つ
ぎ
で
あ
り
、.'
;
§
'-
汽

，.：階
層

分

解

の

：
不

遂

明

^
と
1>
'
ぅ
問

題

が

生1,

:

貴
労
働
兼
業
自
営
が'»
1

-#

で

あ

る

：
の
：：は

、

':
:

企
業
体
漁
業
の
休
漁
期
と
：小
型
漁
船
.の
盛
衡
期
泛
於
合
致1
^
 

釣
11 

業
も
.
サ

バ
.•
'

ザ
ン
パ
マ
漁
業

:̂

、
，
六

月

か

ら

八

月

に

が

け

.て
休
漁
す
る
。

：

こ
の
時
期
が
沿
岸
サ
バ
釣
：の
：盛
漁
期
に
あ
だ
る
？
あ
ぐ
り
網
漁
業
の
冬
職 

,

は
；
ー'.
ー
月
か
：ら
翌
年
六
月
案
で
ヤ
あ
り
ノ
夏
ば
休
漁
す
る
も
.
の
.も
あ
る
し
>
:
:夏

顧

を

や

：
る

場

务

で

も

、

\

.

す
。
：.沿
岸
漁
業
と
.の
.
絡
み
合
い
に
お
い
て
、..企
業
体
漁
業g

低
廉
で
、
し
か
も
、
设
質
の
労
働
を
入
.序
し
ぅ
る
;:
0

五

〇

噸

を

越

え

る

漁

船

を

も

.
っ 

て
|
い
な
い
程
度
の
、
：固
定
投
資
の.比
較
的
に
少
な
い
地
ー71
:

.
の
企
業
体
漁
業
に
と.
4

^

^

何̂
力
月
か
に
わ
た
る
長
い
体
漁
期
が
あ
っ
て
も
、
大
し 

.
た
痛
手
に
は
な
ら
な
一
い:0
そ
れ
よ
り
も
、>

 

低
廉
：：
.：r
良
質
の
労
働
力
め
：方
が
魅
力
：が
あ
る

(

ペ

■地
元
の
企
業
体
漁
業
の
長
い..
-
#
:漁
期
は
、
：自
営
を
兼
ね
る
貴
労
働
者
に
と
っ
て
.
は
好
：ま
し'
:い
.も
の
.
で
あ
る
が
、
賃
労
働
専
業
者
に
と
っ
て
は
不 

ベ
利
な
条
件
と
な
る
。
賛
労
働
者
と
し
て
の
周
年
操
業
を
徹
底
さ
せ
る
，た

.
め
：に.、
，■彼
ら
は
ほ
か
の
地
域
の
、
：よ
り
大
型
：の
.漁

：船

に

乗

り

組

む

機

会

が
 

多
く
な
る
。
彼
ち
は
漁
業
労
働
者
に
と
ど
ま
っ
.て
い
て
も
、
椒
元
企
業
体
の
労
働
カ
と
は
な
'ら
な
い
。
實
労
働
專
業
者
、
特
に
何
処
で
も
歓
迎
さ

賃
労

働

.兼

業

自

實

働

経 営 体

企. 自 営 体

樂
独立 I 業

隠

体
上
層 1

サ
ハ

釣 1 居

れ
る
若
年
者
は
、
何
時
、
何
他
べ
と
ぶ
か
わ
か
，̂-

な
い
浮
動
性
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
地
方
で
ぱ

 

>
 
出
稼
者
と
し
て
入
っ
て
く
る
も
の
ょ
り
も
、
 

出
稼
者
と
し
て
出
て
い
く
も
の
の
方
が
は
.る
.が
に
多
い
。
地
元
漁
業.の

勞

働

力

が

，
不

足

し

て

：い

る

が

、
：
：
出

稼

者

が

全

部

帰

.
っ
て
く
れ
ば
、
む
し
ろ
、 

労
働
力
は
過
刺
に
な
石
と
い
わ
れ
て
い
が
.ほ
ど
で
あ
.ふ
0

;

ノ‘ 

：
.：
.
.

' 

■

.
従
業
上
の
地
位
に.つ
い
て
は
、.
翁
呂
専
業
‘：

V

貴
労
働
兼
業
自
営•
賃
労
働
尊
業
の
三
つ
が
区
別
さ^

0
'̂
^̂

 

七
通
り 

の
も
の
、が
出
て
く
る
。<
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',

賃
労
働
専
業
の
み
ど
い
ぅ
の
は'漁
船
を
も
た
.
な
い
賃
勞
働
者
世
帯
；の
ほ
か
に
は
な
い
。
三
つ
の
地
位
の
.す 

ベ
て
を
含
ん
で
：い
る
世
帯
が
出
て
く
る
可
能
性

g

あ
る
が
、.:
'

調
查
対
象̂

な
っ
：た
も
の
の
な
か
に
は
、
こ
の
ょ
ぅ
な
も
0

は
見
出
ざ
れ
だ
か
っ.
た
。 

単
—.
-

の
地
位
が
ら
の.
み
構
成
さ
れ
て
い
る
：の
は
、
賃
労
働
者
世
帯
の
，ほ
が
に
、
企
業
体
‘
独
立
自
営
体
上
層
及
び
サ
バ
釣
の
貴
労
働
兼
業
層
で
あ 

る
。
—.

ー.
つ
の
地
位
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、

:-

独
立
自
営
体
下
層
と
隠
居
自
営
体
と
が
#>
:

る
。
.各
地
位
の
趄
み
合
せ
の
三
つ
を
含
ん
で
い 

:'
•

■ 

:
 

. .

一
 

. —

！
一； 
一.
 

'

'.—
—

i

l

v

' .
. 

:

' 

:
..
:

ベ
.

'

'

-,
, 

■る
、の
.は
、
雑
漁
業
の
賃
労
働
兼
業
層

第5表従業上の地位別就業者数

賃

fs

働

者

38

営

階
層
分
解
の
不
透
明
性

，だ
け
で
あ
る。

.

.
:
企
業
休
•
独
立
自
営
体
上
層
で
は
、 

欢
ー
一
.

一

男
を
脱
漁
民
化
さ
せ
る
.こ
と
は 

あ

？
て
も
、;
漁
業
に
：お
い
て
、
貧
労 

働
化
さ
せ
る.
こ
，
と

は

あ

り

え

な

い

0 

何
故
^

ら
ば
、
そ
れ̂

で
は
、
漁
業
，
 

に
従
事
す
る
か
ぎ
り
、
貨
労
働
ょ
り 

:も
自
営
に
参
加
す
る
方
が
有
利
で
あ 

る
と
い
.
.
'ぅ
条
件
が
備
わ
つ.
て
.い
る
が 

:

'

;-
1
.寄

(

九
四
五)



i\

V -

'ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
営
以
外
の
従
業
上
の
地
位
が
出
て
く
る
余
地
は
な
い
。
沿
岸
免
パ
釣
の
盛
漁
期
に
の
み
自
営
漁
業
に
従
事
し
、
.：そ
れ
以 

外
の
期
間
は
、
企
業
体
漁
業
に
賃
勞
働
力
者
と
し
て
参
加
す
る
と
い
う
，の
が
、
サ
バ
釣
の
貴
労
働
兼
業
層
の
姿
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
こ
で
は
、

一*

带

全

員

が
:#

労
働
兼
業
自
営
也̂

^

同

じ

従

業

上

の

地

位

に

就

い

そ

ぜ

る

て

^
^
^
^
^

•

独
立
自
営̂

^

層

の

な

か

に

は
.息
呂
-'
0

.
み
な
ら
:^

、
.
實
労
働
兼
業
を
含
む%.
の
が
あ
.る
。
こ
れ
n

:
独
立
勝
か
ら
賃
勞
働
兼
業
層
へ
の
■
斜
を 

示
す
も
の
と
し
て
う
け
と
れ
る
。
雑
漁
業
の
賃
労
働
兼
業
層
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
同
じ
組
み
合
わ
せ
、
服
ち
、
貴
労
働
兼
業
の
み
な
ら
ず
、
：
自 

ン.営
を
含
む
も
の
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
解
釈
と

3
.

て
.は
、
：®

届
漁
業
へ
の
奪
が
間
題
に
：な
る
。
：

.
周
年
操
業
を
な
レ
？
る
^
ぞ
 

て 

レ
な
V

の

に

つ

ま

り

、
貴
勞
働
を
兼
業1;
た
方
：が
有
利
で
あ
名
；
.の
に
、
自
営
に.終
始
す
る
の
は
何
故
で
あ
：る
か0
疑
問
か
ら
し
て
、
，
こ
の
解
釈.
 

が
出
て
く
る
。
貨
労
働
尊
業
を
含
む
：も
の
に
：つ
：い
て
も
、
ベ
同
で
解
釈
が
成
り
立
つ
？
賃

ほ
ど
.
の
漁
船
を
も
：
.
っ
て
い
.な
い
と
い
う
の
が
、；
.
隠
居
漁
業
の
特
色
，で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
尊
情
か
ら
し
て
、
独
立
自
営
体
下
冒

‘

賃
労
働
兼
業
1

• 

隠

居

漁

業

ば

連

続

し

：
て

お

"
り
、
..

各

冬

の

：腺
#

線
^

必
ず
し
も
は
：.っ
き
り
し
た
も
の
で
な
いこ
と
を
知
0
免
る
？

：：：

'

ノ 

,:
|

働
者
世
#

の

八

〇

夂

近

く

が

ら

は

、
：
漁

業

従

尊

奪

は

_-
.
'
:
人

ナ

 

経
営
休
で
は
、
：--
*

人
.
と
：い
う
の
は
三
〇
％

に
も
な
ら 

な
レ
,;
0

I

人
し
が
出
し
.て
い
ない

, %
の

と

七

ー

人

以

土

出
.1
.

て

い

る

.
も

の
と
の
比
率
は
、
両
者
に
：
.お
：い
て
、'■
'
.ほ
ぼ
逆
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に、
M 

,
勞

働

者

世

帯

で

一 

ー_人
以
上
を
出
し
て
い
る
も
の©
3
ち
、
.:
'
'
,ー
ー
人
ど
い'
5

の
が
三̂

一
 

に

近

く

、

四

人

は

皆

無

，で

あ

る

。

経

営

#-

で

は

、1
x

4 

上

が
#

い

の

み1

な

べ

、
：
：
一

ズ

以

舍

^

 

四
人
と
い
う
の
も
珍
し
く
は
な
い
。
.

一
世
帯
当
り
の
従
事
者
数
：の
字
均 

で
は
、
：賃
労
働
者
世
帯
は1
.

W

H人
^

す

ぎ

な

い

の

に

.、

':
:
経

営

体

は

ニ

 

•
•
H人
に
な
っ
て
お
り
、.両
者
の
間
に
は
、
-
：}
倍
に
近(

開
き
が
あ
る
。

経
®

体
の
諸
類
里
0.

間
に
%:

、，
一
世
帯
致
り
激
業
従
事
者
の
大
小
が
か
な
り
目
.立
：っ.
て
い
：る
。：
最
低
は
隠
罟
漁
業
で
あ
り
、
锥
魚
の
«

兮
働
^
 

業

層

が

；
こ

れ

に

次

い

で

い

•
る
。
こ
兀
来
、.
皦

居

溆

秦

は

ー

：
：
人

の

老

人

：
と

食

豭

な

漁

船

.が

ぢ
|

も

の

：
芡
^

な
1

の
は
^

然

で

あ

各
_

»

€>
:

費
歎
働
蒹
業
層
も
こ
れ
に
近
い
状
況
に
-̂
-

る
。.
両

着

は

い

ず

れ

も

世

帯

員

を

漁

業

に

引

き

留

め

る

だ

.け

の

生

産

$

'
手
段
を
も)

っ
：
て
い
な
い
。.，
従

七

ズ

、

」

：
；
賃

勞

働

者

世

 ̂

:ハ.

ノ
：
 

：
::
/

 々

.
サ
バ
釣
の
馨
働
兼
業
層
彳
独
立
層.に

次

：
い

で

、
：
企

業

体

：で

：
の

従

事

者

数 

.
か

の

経

営

体

と
'は

ち

が̂

て
>̂

る

。;.
.
:
'後

潘

で

は

、
.
大

部

分

が

 

一
ニI
 
一
：
一
：

K

め

ぶ

セ

ろ>1
:集
#?
.
?1
>
'
.
.て
，>>る

：
の

：に

、
：
前

者

で

は

、
'
I

人
と
四
人
と
い
う
両 

、
極

の

分

布

が

多

い

。
：
へ
ほ
が
の
；経

営

体

社

：家

族

身

働

力

中

心

め

撤

業

访

あ

る

が

ち
、；：：：

業

主

以

i

が

蒙

族

従

事

者

を

：
十

^
^
^

労
働
力
を
中
心
と
す
る
企
業
体
で
は
、
：

c

a

.の
’必
要
は
あ
課

な
lv
:o「

サX

致

め

：
賃

労

働

兼

業

層

：に

は

、
：
従

事

者

C

人
と
い
う
の
は
皆
無.で
あ
り
、：

_

大
部
分
が
一
一

1—

四
人
で
お
り
、
平
均
猶
事
者
数
は
三
人
：を
越
ぇ
て

)

る
。
サ
ベ
釣
に
は
で#

々
の
人
手
が
必
要
で
あ
か
、
''

こ
れ
を
«

^

罾
»
^ ,
巾 

心

に

営

む

：に

は

、
.
：
：三

 

て
、

こ
の
家
族
従
事
者
は
、

サ
バ
釣
の
盛
撒
期
以
外
に
比
、
地
元
の
傘 

業
林
漁
^

の
賃
労
働
者
七
な̂

猶
：マ'
て
、

こ

：の

階

層

抆

〈

_
^.

業
休
漁
業
、，
特
に
沖
合
漁
業
の
有
カ
な
労
働
カ
基
盤
と
な
？
て
い
る
。

. ' 

.三

.

.

.
■ ■ 

. 

■ 

. 

■
. 

’

、■ 

- ■

.

:

て

.：.，
ゾ：

V

-

■:
■

I

,

. 

:

;

、

-

-

::
;
'
:
:
:
: 

,

■

:

:

. 

* 

.

,

.■

賃

劳

働

者

世

帶

の

：大

部

分

.が
撒
業
従
事
者.
ー.
人
'
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
世
帯
主
が
就
業
年
齢
に
達
し
て
い
る
男
子
を
、も
：つ
ま
で
の
年
齢
'
な

•

.
 

- 

: 

•
. 

■ 

- 

. 

• 

.

.

.

つ
'
て

い

な
-.
1

'
か
ら
で
は
な
い
：か.上

も

推

測

さ

汍

る

？

：こ

.
の
地
方
め̂

^

と
道
く
に
就
業
す
る
か̂'
、
激
業
弈
敝
に
達
し̂

-I
I

子

を

も

ち

う

る

の

：は

四

〇

歳

^

越

：ぇ

た

：
頃

で

あ

.る
。
#

勞
働
者
他
带
の
従
事
者
の
う
ち'

四
〇
歳
以
上
の.も
の
'辟
四
一
家
に̂

ひ
、V
経
営
体
の
そ
れ
ょ
り
も
僅
か
な
が
ら
多
い
。

C

第
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表
参
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.:

従
：つ
：
■て

、
：：
紙

事

者

数

が

少

な

：
い

^
^

.

「

帯
主
の
年
齢
の
，低
さ
に
帰
せ
し
め’る
.わ
げ
に
は
：い.か
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
脱
漁
民
化
が
あ
げ
ら
れ
な
く
て
.；は
だ
ら
な
い
。

ス
脱
漁
民
：化
す
る
の

&

若
年
層
で
.あ
：る
.
か
：ら
、

〕

こ
の
傾
向
が
現
わ
れ
る
と
：
-'

辕
業
従
事
者
.の
：老

齢

化

と
5

戈

結

果

が

生

ず

る

。
，
ー

r

四
歳
以
下
は
、 

経
営
俅
で
は
1

.

1

0
'̂

で

あ

る

の

：
に

'

>

«
勞
働
者
.で

は一

〇
％
に
も
足
り
な.い

。

し

か

し

、
：
六

〇

歳

以

土

：
で

ば

、
；
経

営

休

に

セ

べ

，：
て

、

賃

勞

動

者

の

. 

方
が
は
る
か
：

M
.

少
な
く
、： .1' 
六
％
:と
1

;

1

%と
鈐
5

太
き
な
開
き
が
あ
る
。
六
〇.歳
を
越
え
、
賃
労»:
か

不

可

能

に

な

る

頃

に

，
は

マ

隠

雇

漁

業

へ

.

の
：

.

階

嚴

分

醉

の

不

速

明

性

..
：

:

:

:

:
 

■

:

:

.
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.•'

.
,:■
'

.'

.

:

ハ

一.
六
.八
九
四
八

)

一

;

逃
*
弟

'^
:わ

.*
：,
^
や
、る
；が_

あ̂
^
ラ

。
：、
こ
：
の
；逃

避

が

可

能

で

：あ

る

か

、 

^

識

::
>
;老
齡
化
現
象^'
-
方
0
歳

以

：
上̂
^
.い
と
パ
：ぅ
形
で
は'
2く
、「

一
 

■■
0

■
ロ
の
前
半
以
帶
が
少
な̂
と
v>
っ
た
形
を
と
る
。
パ
つ
ま
り
、
：
老
%

化
：■

傷

：
霧

は

舊

的

：
に

_

さ
れ
る。:

へ
：：'
公

.

;
,ー
経
営
体
に
：:%
い
.；貴
勞
働
専
業
者.が
い
^

が
、
；.
1

:
か
.な
数
な
の
で
無
視 

• 

—

I 

.

.

.

.

.

.
~.
,

^

ぅ

る
.9
:
:問
題
に
な
.
る
ー0

(

は
，自

羣

ー

ガ

で

両

讀

間

一

裏

■

た
^

え
て
V

I

、
後
者
でG

そ
れ
は
ニ0

%

に
も
足
り
な
い
。
大
型
定
震
漁
業
及
び
あ
ぐ
々
網
漁
業
.の
_

船
を
除く
と

、

§

1

上
の
も
の 

I

用

さ

れ

る

機

含
I

り
な
い
と
い
ぅ
理
由
か
ら
し
て
、
賛1

$

る
も
の
に
は
、
高
齡
者
が
：
f

い
こ
と
I

解
さ
れ
る
，
三
〇
歳
.未 

.

.満
で
は
、
逆
に
、
へ
賃
労
働
谦
業
者
の
方
が
多
く
、纂

瑟

I
l
l
s

に
と
ど
ま
る
。

っ
ま
り
、
三
〇
丨
四 

0

歳
■

ほ

ぼ

同

海

逢

が

、
：
看

歳

以

上

で

蒼■

業
者
の
方
_

:

く
、；
三
0

歲

未

象

で

ぼ

、

：

逆

に

な

：
っ
；
て

い

る

の

で

あ

る

。

)

■

働

者

世

帯

論

営

体

の

賃

労

霊

業

る
I

I

大
I

;
一
 

ご
こf

i

l

l

■

い
，

と
い
ぅl

l
i
f

の
ち
が
い
が
あ
る。
f

 

,
書

働

者
S

い
が
、
何
年
I

つ
と
、
へ8

化

の

間

題

が

：出

て

く

る

■

営
專
業
層
1

.

1

化
は
現
在
の
問
題
と.
な
っ
5

る

へ

.
老
I

太
 

'
労
働
力
の
低
質
化
を
意
味
す
る
。
.
：老
齢
化
に
対
抗
し
，

'

漁
業
労
働
力
の
再
生
産
は
雾
働
者
世
帯
で
は
充
分
に
行
わ
れ
て
：い
な
い
。
.
こ

の

再

產

兼
業
層
で
I

。
サ
バ
釣
の
貴
労
働
兼
着
が
相
対
的S

く
の
漁
業
蕩
力
を
供
給
し
：て
い
る.
こ
と
に
3
 

勞
働
カ
供 

給
の
量
的
な
面
の
み

な

ら

ザ
..
そ
の
.質
的
な
■

か
ら
も
、

こ
の
階
層
は
：高
く
評
価
さ

.れ
办
く
て'
は
な
ら
な
い
。-そ
れ
は
漁
業
労
働
カ
の
再
生
變 

.寄
与
ず
る
の
み
で
な
く
、地
元

：
の

含

体

漁

業

に

良

質

な

、
：
.
し

t

、
安

着

の
.
あ
る
：低
廉
费
働
カ
着

供
し
て
い
る
。
，

，

:■

イ
ヮ
.
シ
あ
ぐ
り
網.で
も
、
一
サ
バ
釣
や
サ
ン
、
マ
棒
受
網
で
も
、
少
数
の
も
の
を
除
く
と
、；

能
は
：ほ' 
と
ん
'
ど
必
要
と
さ
れ
な
い0 

I

 

力
の
質
の
良
否|

め
る
の
は
体
力
の
碧
でI

。

例

え

ば

、
.
ズ

い

る

。

体

力

の

強

弱

は

年

齢

に

ょ

づ

て

支

配

さ

れ

る

:0
:

言
 

の

：
そ

れ

ど

：
し

v

扱
い
ぅ
る
。
乗

組

員

の

奮 

化
裳
能
の
熟
成
で
は
な
く
、
.

労
働
力
の
質
の
低
下
を
意
味
す
る
。
漁
業

も
ら
え
な
い
見
習
の
少
年
を
除
く
と
、
：
す
べ
.て
？

の

蒙

等

な

賃

金

妻

給

さ

れ

る

。
だ
か
ら
、
同
じ
：
.一
人
前
の
實
金
を
f

の

な

I

、
苦

“

屈

強

な

誉

を
i

l

l

i

。
塞

f

 

f

 

I

、

f

 

f

 

^

.

.
 

.

-

.

.

.

.

 

•

 

•

'

 

.

 

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

..

..

..

..

..

..

. 

.

い
：
こ
の
地
方
の
漁
業
で
の
賃
金
制
度
に
は
、
；
純
粋
め

^
^

 ̂

あ
ぐ
り
，
 

I

業
S

い
て
は
、
：I

で
，

.月

磨

千
5

円
が
支
.私
わ
れ
る
代
り
に
？.配
分
比
率
は
七€

ー；蛋

0
 

一
 

六
I

I

I

分
さ
れ
る
、。.
司

じ
く.

:

固
诧
給
制
で.
あ
マ
I

、
春

り
網
漁
業
i

:け
る
も
び
は
固
定
給
づ
き
歩
合
制
と
呼
び
ぅ
る
も
の
で

I

の
に
、
大
型
定
置
辋
漁
業
で
の
も
の’
 

,

1

1

1

1

,

1

1

1

實

金

屢

ガ

賃
1

者

、に

と

，

て

篇

處

る

I

、

.
遴
 

4

万r

宇

円

置

の

当

り 

で
あ
る
時
は
、一ー 1

っ

雙

金

餐

の

，
ぃ

ず

れ

違

^

,
■
:

篇
 

|

_

明
3



:■
;

..

.

.

.

. 

:
: 

:

.

:

.

:

'
. 

-

■

'
一
 

V

'

-*
<

.-
'

(

九
五
〇)

な
の
は
、
歩
合
制
を
加
味
し
た
固
定
給
で
あ
り
、
こ
れ
に
固
定
給
づ
き
歩
合
制
が
次
ぎ
、
純
粋
の
歩
合
制
は

一

香
不
利
で
あ
る
'0
と
の
額
を
越
え 

る
と
、
順
序
は
逆
に
な
る
。
固
定
給
制
を
採
用
す
る
理
由
は
、
そ
う
し
な
い
と
、
漁
夫
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う

.こ
：ど
に
%

と
づ
く
こ
と
が
多
い° 

ふ」

：のA
J；

■

水
揚
高
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
固
定
給
制
が
操
用
さ
れ
る
こ
.

と
を
意
味
す
る
。
.
同
じ
識
種
類
で
も
水
揚
高
の
差
が
あ
る
か
ら
、
：
ー
概 

?

に
；は
い̂

な

い

考
^

体
^

目
焚
^

山
て
ジ
賃
金
額̂

高
洛
^

網
漁
業
と
い
う
順
で
続
く
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
、
良
質
の
^

い
労
働
力
が
ど
と
に
集
ま
る
か
が
わ
か
る
。.：

沖
ム
ロ*
業

:-
^
屈

強

な

勞

働

カ

^
!
必
要
と
す

^

か
ら
、

四
〇
歳
未
満
が
.八
〇
％

以
上
.に
な
っ
て

お
り
、
五
0
歳
を
越
え
る
の
：，は
、ご
く
僅
か
で
あ
る

。
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鴨

川

に

：一
:隻
だ
±
あ

石

遠

洋

漁

業

に

属

す
^
北
洋
サ
：ヶ
；

-
ス
漁

 

一 

層

若

く

、
：

 

ー
ー0
暴
満
が
大
部
分
を
古
め
て
お.り
、
'四
0
歳
の
後

半

を

越

え
,<
,:ぃ
る
の
は
皆
無
で
あ
る
。_
 
.同
じ
年
齢
別
構
成
が
鉞
子
の
_

漁
業 

の
場
合
に
も
み
ら
れ
る°-
沖
含
；.
遠
洋
漁
業
に
お
い
'
て
ぼ
、
老
齢
化
現
象
は
見
出
さ
れ
な
い
。
そ
れ
が
_
み
ら
れ
る
.
の
.は
沿
岸
漁
業
に
属
す
る
企
氣 

体
に
お
い
.て
'で
.あ
る
;0
;̂

■;
,

■
'
:'

 ̂

5

1

 

1

3
 

- 

 ̂

7
. 

2
 

^

2

 ̂

o
p 

I
.
:

-.-.-.

あ
^

者
.，
.
'
.
.
ィ
ヮ
シ
あ
ぐ
り
細
+

18

17
19
23

11
10
5
 

4 

8

大

置

の

勞

働

カ

を

必

要

と

す

る.i
れ

ヵ

ら

し

て
1

夫
の
低
貨
金
と 

m

一
 

0

.

,
 

^
 

-

^
37
23
14
':
12
。

(

9
 

:ゼ「

7:
;
;パ
‘
い
.
う
結
果
が
生
ず
る
。一：

)

為

別
ー
戍.-

-

--—

1
1

- 

- 

■

-
-
-... 

-

■

.'
■

V
-

 

:

.

:

■

.

顳
#

ス
沖
.
'
合
“

漁
：
業
.

14
26
29
^

18
' .

7

い10
..
:

5
'
'
3
ユ
:

を
と
'
る

過

剰

人

口

；
の

間

題

を

：は

ら

ん

：
で

い

.
る
。: :

従
っ
.て
、
最
近
の
若
年

|
f

洋業
：，

f

"

.:
:

.

i

b
 

:

-

:

.
: 

.

.

#

働
力
不
足
：の

霧

を

顏

に

け

る

。
：
四
〇
歳
以
土
が
四
〇
％
を
越

^

J
 

'

X
.
.
.

《

，
.

I

-

J

、表
.
..
!

-

リ.
.

f 
..
.

.
子

一
.'
‘

匕
.
1
.-
ソ

..

ソ
.

■,

1

一
へ.'
■
:」

'

先
るの

に

、

ー|
四
歳
以̂

は
，.ー6
%

;
に
も
足
り
な
い
。
若
年
労
働
力
の 

m

へ

V

V

X

: 

^
 

^

^
 

^
 

 ̂

 ̂

 ̂

^
 

:

蓄

と

老

齢

化

と..が
目
立
一
て
い
る0
そ
れ
で
も
、
.定
置
網
漁
業
に
比 

\

.
- 

. 

: 一—

|;

2
丨|
_
!
!
!

.

~'

8

3
 

4

.-

4

5: 

5 

-
-
6

 

:
:
.
.
べ
.
る
と.
、
は
る
か
に
ま
し
で
ぁ
る
。
：そ
こ

.
で
：は
、
四0
歳
以
上.が
八
〇%

以
上
に
な
り
、
五
〇
歳
以
上
で
も
半
分
を
越
え
て
い
る
。

.
一|

四
歳
以
下
は
例
外
的
に
し
か
い
な
い
。
こ
の
漁
業
は
海
岸
を
数
籽
程
度
し
か
離
れ
て 

し
な
V

海
面
で
行
わ
.れ
、

一
回
の
操
業
時
齡
も
短
：い
。-%
れ
は
：老
人
ヤ
も
就
業
し.ぅ
る
職
場
1で
あ
る
。
定
年
制
がな
く
、
退
職
金
制
度
も
な
い
漁 

業
社
会
に
ぉ
い
て
は
、：定
置
網
漁
業
は
老
人
缓
歡
保
障
尤
て
重
；要
&

^

っ
て
い
る
。

'

•

遠

洋
'.
'
.神
合
1

業
と
あ
ぐ
り
網'.
定
置
網
漁
業
と
に
お
け
る
対
照
的
な
年
齢
別
.構
成
^

^

つ「

に
.，合
わ
せ
た
も
の
が
沿
燁
漁
業
で
見
出
せ
る
。
年 

齢
：：

力
#

成

の

自

然

の

ハ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
の
は
こ
の
漁
業
に
'お
いて
で
あ
る
。''ハ
ラ
，ン
ス
が
と
れ
て
い
る
と
：い
ぅ
こ
と
は
、
労
働
力
の
搏
生 

.
産

が

行

わ

れ

て

い

る

こ

と

を

意

味

す

る

0
1

0

歳
未
満
の
比
重
が
沖
合
漁
業
よ
り
も
高
く
、

一
.

六
％

に
：及
ん
で
い
る
；こ
と
を注
意
す
べ
き
、
で
あ
る
。 

本
S

の
新
中
卒
#

で
漁
業
_

づ

身

の
は
天
津
で
は「

六
人
ぁ
フ
た
；が
，.鴨
川
で
は
ニ
ス
し
キ
い̂

^
た
。一
天
津
は
異
例
的
に
多
か
っ
た 

の
，で

あ

り

、

鴨

川

の

よ

ぅ

な

例

が

多

い

0

.ー
：
六

人

と

い

ぅ

の

ほ

-

ユ
ー
ズ̂
 ̂

現
在
の
規 

猶
_の
労
働
カ
を
維
持
す
る.に
は
、
こ.
の
、倍
|

い

ス

職

者

数

を

逢

と

す

る.:
°

新
冲
卒
者
：で
漁
業
へ
澈
職
す
る
大
部
分
は
沿
岸
漁
業 

出
て
V

-
る

。
.
漁

業

賃

労

働

者

世

帯

か

ら

の

も

.
の

枕
少
.く
、
ま
し
て.や
、
他
業
種
世
帯
の
も
の.
は
皆
無A

J
'

い
え
る
。
畴
1

分
解
が
徹
底
さ
.れ
て
い
な

ゾ
.
.の
.
て
.

企
^

体
滚
柔
は
-欲
^

で
.
の
勞
働
カ
再
生.
.産
.
の
因
心
恵
を.ぅ
け
る
こ
と
，が.で
き
る
。
.

- 

. 

.

. 

. 

.

. 

:

.

'

■'
 

.

. 

-
-■
•
.
 

'

.:
'

■

.

:

.

.
あ

:

と

.'
:
が
マ
 

W
.
.
.

 

 ̂

'

'
■

4

:

.

-
 
ノ 

-
:
. 

.
'
. 

.
■
.
;'■
'

.

.
 
'

:•
'
. 

- 

.

.

.

.

. 

.
：
.

—

■
- 

:
: 

.

.

. 

. 

.... 

.

過
去
数
年
間
恵
ま
れ
て
を.沿
岸
♦

パ
釣
漁
業
に
、
：
最

坞.
，
不
士n:

な
き
^

濫

獲

：は

、
：
地

先

海

面

ヤ

：の

資

源

め

.
祜

揭

と

い

ぅ

观

題

を

隹

ぜ

^

め

る

。
：
窮

境

を

.打

開

：寸

る

に

：は

、

.

漁
船
.を
大
型
化
し
で
、
沖
合
へ_

し
な
け
l
e 

'は
，.な
ら
な
，V

#

合
化
が
共
同
事
業'2
:

^

て(

呂̂

れ
れ
ば
別
で
あ.る
が
、
，
そ
ぅ
で
な
け
れ
ば
、
漁
家
の
没
落
^

企
業
体
の
成
長
と
い
ぅ
形
で
、
階 

層
/
刀
解
が
徹
底
:̂
:̂

る
こ
め
場
合
に
は
ソ
へ
階
層
分-^
が
不
遂
明
で̂

っ
^
が
故 

い
た
低
廉
で
、L

か
も
、
.良

質

か

.
つ

安

定

的

な 

労
働
カ
の
入
手
が
可
能
で
な
く
な
る
'°

充
分
：な
.#

価

：を

次

私

？
で

势

働

为

を

^

手

す

；
る

私

め

ぬ

：
は

/

m-

在
程
度
の
篇
の
太
型
化
、
；
滴
場
.の
沖
合 

';

階
層
分
解
の
不
透
明
性'

:

.
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^

^

, 

化

で

、
は

追

い

，
つ

か

な

.
い
‘
。
步
合
制
の
下
で
は
、
必
要
経
費
が
優
先
的
に
保
証
さ
れ
る
か
ら
、
単
な
る
赤
字
の
た
め
に
、
経
営
が
破
綻
す

？)
例
は
少 

な
い
。
む
し
ろ
、
漁
獲
を
あ
げ
な
い
た
め
に
充
分
な
貴
金
が
出
せ
ず
に
、

.

.人
手
不
足
の'故
に
、
休
業
状
態
に
お
ち.い
る
こ
と
が
多
い
。
生
半
可
な 

へ
太
型
化
ニ
象
化-̂
よ
無
て
巧̂

層

分

解

^

徹
底
す
る
と
ー
さ 

先

型

化

；
：
仲

翁

：を

内

容

と

オ

る

漁

業

：の

構

造

改

善

に

、よ
；
：
ァ

^

労

:-
»

^

ポ

思

が

勞

働

カ

過

ー

剰 

従
来
よ
り
少
な
い
労
働
力
を
も
っ
て
、
よ
り
多
く
の
漁
獲
を
あ
げ
う
る

.か
ら
、
こ
の
提
言
は
も
っ
と
も
な
響
き
を
も
つ
。
じ
か
し
な
ガ
ら
、
遍
剰 

と
し
て
現
象
す
る
め
は
単
な
る
量
の
面
で
あ
り
、
質
的
に
充
分
な
も
の
を
調
達
し
う
る
か
ど
う
か
が
疑
問
で
あ
る
。
沖
合
漁
業
は
若
い
労
働
力
を 

必
要
と
す
.る
が
、
：就
職
状
祝
の
好
転
を
背
景
と
し
て
、
.こ
；
の

労

働

力

は

他

：
の

産

業

部

門

匕

労
働
カ
を
確
保
オ
る_
:に
は
、：

(

.

.構
造
改
善
は
漁
業̂

お

げ

：る

不

安

定

な

、
：
：
し

か

%;

低
い
賃
金
を
解
消
し
う
：る
程
度
に
ま
で
な
さ
れ
^

い
：
.0

階

雾

解

於

撤

底

さ

れ

る

キ

：
良

質

の

勞

働

カ

を

安

い

価

格

で

入

举

す

る

：
と

'
い
う
有
利
.な
取
引
9

佘
地
は
な
く
な
る。
.:
,
:'
.

■:

こ
の
有
利
な
取
引
を
前
提
と
し
な
：：い
で
は
.、/
存
立
し
免
な
い
よ
う
な
弱
依
の
：沖
合
漁
業
が
多
い
：。
：こ
：

.の
取
引
を
：可
能
に
し
て
い
る
の
は
不
透
明 

.
な
階
®

分
解
で
あ
る
。
，
具
体
的'に
表
規
す
る
と
、
小
型
漁
船
：の
盛
漁
期
に
は
自
営
に
従
事
し
、
去
の
ほ
か

'
の
時
期
に
は
、
.漁
業
實
労
働
者
と
な
る
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•

.こ
と
に
よ
っ
て
、

''

復
合
的
に
周
年
操
業
の
実
を
あ
げ

K

い
る
多
く
の
漁
民
：の
存
在
が
、
弱
休
の
神
合
漁
業
を
支
え
て
い
る

^

で
.
あ
る
。
沿
岸
漁
場 

の
豊
度
の
低
下
は
階
亂
分
解
の
徹
底
を
促
進
す
る
と
い
う
結
果
を
招
き
、
間
篆
的
に
は
、
：
弱
体
の
：沖
合
漁
業
に
大
き
な
打
擊
を
与
え
な
い
で
は
お 

か
な
い
。

' 

、

'

• 
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.
'追
記
と
の
小
論
は
伊
東
俗
吉
教
授
と
の
共
同
に
よ
る
水
産
研
究
会
委
託
調
査

「

漁
業
：に
お
け
る
就
議
造

J

中
間
報
告
を
補
完
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
。
な
お
、 

.

現
地
調
査
の
実
施
に
当
っ
て
、
協
力
し
て
く
れ
た
小
生
研
究
会
の
学
生
有
志
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い

。

：

.

太
閤
.檢
：地
、
或
い
は
近
世
初
頭
の
狼
地
及
び
検
地
帳
の
：研
究
は
、

:

戦
後
急
速
に
盛
：ん
に
な
り
、
進
展
を
み
：せ
た
分
野
の
1

0

で
あ
る
：こ
と
に
は 

:

何
人
も
異
論
の
余
地
は
な
.い.0

. #
に

.
、

そ
の
'
土
地
制
度
.史
止
の
意
義
を
、

土
地
政
策
ね
お
け
る
革
命
性
と
い
：

う

視

点

が

へ

ら

追

求

さ

れ

：た

安

良

城

盛 

昭
氏
の
業
績
は
、
業
績§.
;

身
の
有
す
：る
意
味
は
勿
論
の
こ'と
、
逋
：説
ぢ
銳
く
批
判
：し
，

日
本
に
祕

解
を
打
ち
建
て
ら:^
た
点
'.
.,
'

1後

-»
究

者

に:#
克

：
た
：
影

響

は

#

常
に
大
き
い
;%
:
:の
_
が

あ

づ
fc

と
言
え
る
：0
ま
た
、
；

：
.
> 
方
で
は
、V
宫
川
If

氏
に
ょ
る 

.

，.精
次
的
な
検
地
帳
の
善
析
、
そ
の
i

に
立
ゃ
た
検
她
論
が
、

.

相
対
的
革
霞
と
い
う
名
の
下
に
展
開
さ
れ
、
こ
れ
ま
た
江
湖
に
太
き
な
波
紋
を
投 

げ

者

た

の

で
.あ
る
。
：へ
こ.：
の

他

、

後

藤

陽

：
一
：

.
氏)

の
事
実
追
認
説
を
は
じ
め
、
：細
か
な
検
地
帳
の
分
析
に
寒

さ
れ
て
い
：る
の
で
あ
る
。
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ら

，の

諸

研

究

は

、

，'
'
.
:た
：し
が
に
量
的
に
ゆ 

.

路
は
、
：
或
る
程
度_

さ
れ
て
來
て
い
る
；と1:
.

_

し
か
し
な
が
ら
、
も
う
検
地
に
関
す
る
問
題
は
す
べ
て
解
明
さ
れ
；尽
し

1
.た
€>
が
と
言
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